
武庫川守レポート No112（2023.03.20）             武庫川づくりと流域連携を進める会 

撤去工事中の西宝橋（青葉台側から） 橋脚補修工事中の生瀬水管橋 

生瀬橋上流右岸の上流大型ブロック護岸工事 右岸側橋脚耐震補強工事中の甲武橋。 

順調に工事が進む 3 号堰 阪神橋梁した矢板打ち終わる 

西宝橋撤去が進んでいる。橋の袂の自治会掲示板には、工事関係の様々な掲示物が掲示されていることから、個々人に何処ま

で説明が行き届いているのか分からないものの、自治会には相当叮嚀な説明が行われている模様で地域住民の皆さんも不自由を

耐え凌いでいるのだろうと思う。水管橋橋脚を取り囲んでいた矢板が取り除かれコンクリート補修されている。生瀬橋上流右岸

の大型ブロック護岸化が進む。水管橋橋脚補修と護岸工事が終わると、スッキリというか単調な景観なるかも知れない、 

3 号堰緩傾斜全面魚道に割石張り工事が行われ完成したら千苅ダムと同じように川を横切るレースのような景観が生まれてく

ると思う。枝川分岐点で直ぐそこに桜回廊の記念碑が建ち、産業遺産い指定されても可笑しくない JR 橋梁があり、緩傾斜全面

魚道完成しアユ遡上が観察できるようになれば、武庫川の名所の一つとして親しまれるようになると思う。 

阪神橋梁下の矢板打ちが終わり傘コンクリート打ち工事に入り、目測で両岸合わせると約 5～6ｍ程度拡幅される模様。 

←  橋脚一スパン分拡幅  → 


